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ＩＴマネージャは、システム開発予算を承認する責任上、RROI（早期の投資回収）を常に

意識せざるを得ません。進展中のビジネスにおいて、期待どおりの成果がその投資によっ

て得られるかどうか、一つ一つ厳密に分析しなければなりません。このレポートでは、そ

のような I　Tマネージャのために、アプリケーションの開発においてRROIをいかに実現す

るかについて、および、満足できるRROIを実現するうえで考慮すべき点を、開発サイクル

を四つの段階に分け、それぞれについて分析し解説します。

本レポートでは、アプリケーション開発ライフサイクルを下表に示すように四つの段階に

分け、それぞれの平均所要時間を調べてみました。この詳細については、このレポート本

論で説明します。

「時は金なり」というのは陳腐な表現なのかもしれませんが、アプリケーション開発の

RROIについて議論する場合には、きわめて重要な問題です。アプリケーション開発のRROI

を計算する場合、プロジェクトに参加するプログラマー達に支払われる費用がもっとも大

きな比重を占めるからです。すなわち、何人のプログラマーがどのくらいの期間そのプロ

ジェクトに関わるのかということです。プロジェクトを早い時期に成功裏に終えることが

できれば、RROIを前倒しにできるだけでなく、エンドユーザにとっても新しいビジネスア

プリケーションを早期に使い始められることで、その恩恵をいち早く享受できるという効

果が生まれます。

開発期間の短縮、すなわち効率のよいRROIの実現においては、Magic eDeveloper を使用

することが重要です。なぜなら、他の開発技術を採用した場合に比べ、おおよそ４～６倍

の開発効率を実現するからです。

下に示す表は、アプリケーション開発のライフサイクルにおける四つの段階において、３ＧＬ

　第三世代言語）、４ＧＬ（第四世代言語）と呼ばれるものと、Magic eDeveloperとをそれぞ

れ比較したものです。下表において、Ｘ，Ｙ，Ｚ，Ｗがアプリケーション開発における各

段階で３ＧＬを使ったときの平均所要時間であるとすると、一般的に言って、４ＧＬを使

えば期間を半分に短縮できることが分かります。また、Magic eDeveloperを使用した場合

には、さらに短縮できるという結果となっています。この表に示されている生産性に関す

るデータは、多くのお客様からいただいた評価に基づいたものですが、むしろ控えめな値

と言ってよいかもしれません。それらの評価コメント内容については、本レポートでも紹

介しています。

「我々のエアカーゴ管理ソリュー

ションは、260万ポンド（約6億2

千万円）のプロジェクトだったが、

Magicのおかげで6ヶ月以下の期間

で無事に立ち上げることができた。

率直に言って、他のツールを使っ

ていたら、こうはいかなかっただ

ろう。Magicの生産性はすばらしく、

そのROI（投資回収率）の高さに

は驚くべきものがある。」

Menzies Aviation Group， UK
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アプリケーション開発の4段階と所要時間

ステファン　L.　コラー

　IT統括ディレクター



「Magic eDeveloperによって実現

できた生産性のレベルの高さと開

発のスピードに、我々は感動した。」

Nintendo of Europe GmbH.，

Germany　

RROIを確実に実現するためには、それぞれの開発段階を早く完了させるだけではなく、そ

の作業成果は高度な信頼性を持つものでなければなりません。

アプリケーション開発ライフサイクルの各段階の分析を進めてゆくなかで、本レポートは

Magic eDeveloperが持っている、ROIをより高めるための特徴的機能について詳しく説明し

ます。たとえば、Magic eDeveloperのユニークな開発パラダイムによって、アプリケーショ

ンのプロトタイプを短期間にかつ容易に作成することができるため、初期段階の仕様上の取

り決めなどを明確で確実なものとすることができるという特徴があります。

また、ビジネスモデルや動作プラットフォーム、各種規格などの変遷に応じて、長期に渡り

アプリケーションを保守してゆくための仕組みは、Magicの開発テクノロジーが持っている

もっとも本質的な特徴と言えるものです。

RROIの実現は、すべてのITマネージャ、ビジネスマネージャにとり、常に最も重要な尺度

の一つであり、ビジネスの成功と失敗の明暗を分ける重要な鍵であり続けると言って過言で

はないでしょう。

開発予算が十分に確保できないという状況を恐れることなく、正しい決断と選択をすること

で、真の競争優位性を確保しましょう。

　　　　　　　　Magic eDeveloperは常にあなたの味方です！

2

トーマス　スタウディンガー

　アプリケーションスーパバイザ



アプリケーション開発は伝統的にミステリアスな雰囲気を持っているものとされ、必要悪で

あるかのように扱われてきました。このネガティブな評判は、ソフトウェア開発プロジェク

トが往々にして計画から遅れ、予算をオーバーしてしまうところに原因があります。また、

プロジェクトが実際に完了したとき、ソフトウェアのパフォーマンスが期待したようには出

せなかったり、要求仕様を十分満たしていなかったり、あるいは多くのバグを内包していて、

しかもそれが仕様としてごまかされてしまうようなことすら起こってしまうためです。

このような状況があるため、アプリケーション開発の手法は常に改良され、開発の各段階を

よりよいものとするため、新しいテクノロジーの導入が絶えず行われています。そして、ア

プリケーション開発の需要は、激変する現在のビジネス環境にあって、今だかってなかった

程に大きくなっています。世界はますます狭くなり、異なる文化が共存する複雑な状況の中

で、より親密で良好なコミュニケーションが必要とされています。前進し続けなければなら

ない一方で、既存のものを保守しながら、アプリケーション間のインタフェースを提供する

ことが求められます。Webに代表されるように、インターネットの急速な規模の拡大とその

オープン性とによって、スケーラビリティとセキュリティに対する要求が、ますます増大し

てきています。

一方、経済情勢が厳しいときには特に、短期間での投資回収（RROI）を実現するため、慎

重に予算審査が行われます。すべての出費に対し十分な根拠を示すことは、「できれば」

というオプションではなく、そのような時代を勝ち抜くための必須要件になります。

プロジェクトが、予定された納期内に、当初の予算内で成功裏に終わるというのはごく稀

なことであり、カットオーバーが遅れただけで済めばまだ良いほうであるというのが多く

の事例の示すところです。しばしばプロジェクトはその途中で見直しが入り、やり直され

ることになり、また中止になってしまうことも珍しいことではありません。

このような状況があるため、開発ツールには、信頼性を高く維持しつつ、仕事をすばやく

仕上げる能力と同時に、仕様変更にも容易に対応できる柔軟性が求められています。

ウォーターフォールメソッドなどの伝統的なアプリケーション開発手法では、開発サイク

ルの初期の段階でエンドユーザが仕様を確定することを求めるため、今日のようにダイナ

ミックに組織が変更されてゆく場合には、柔軟に対応することが困難です。

Magicの提供する開発パラダイムは、そのような伝統的な方法に取って代わるものであり、

プロトタイピングを反復して用いるアプローチにより、開発のあらゆる段階において、エ

ンドユーザの要望を取り込むことが可能です。

このような非手続き的な反復アプローチによって、エンドユーザ自身がプロジェクトに大

きく貢献することになり、アプリケーションに対する満足感を高めることができます。ま

た、これによって、必要とされるビジネスソリューションをタイムリーに完成させること

ができます。

「Magicの革命的なプログラミン

グパラダイムは、我々が開発サイ

クルのどの段階にいるかにかかわ

らず、本来真剣に取り組むべきビ

ジネスの課題について常に集中で

きるようにしてくれた。

結果的に、Magicを使うことで、

他の4GLツールを使った場合より、

少なくとも2倍は早く全社で使う

基幹システムを仕上げることがで

きた。」

Topaz Computer　Systems　Ltd. UK

１．忍耐がいるアプリケーション開発

1.1アプリケーション開発の課題
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1.２　Magic eDeveloper　による開発と伝統的な開発サイクル

ジェフ　グリフィス
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Magic eDeveloperでは2つのコ

ンボボックスのために2つのビ

ュー定義と、ホームページ上の

各ハイパーリンクごとに一行の

コマンドを定義するだけです。

・Magic eDeveloperのイベン

トドリブンパラダイムにより、

HTML画面でのイベントを直接

捉えることができます。

・トリガーのためのロジックは

記述する必要がありません。

（注）追加のWebページのため

のロジックは、MagicとLansa

のいずれも、この例では含んで

いないことに留意してください。

３．Magic eDeveloper vs. Lansa

Web上の仮想フラワーショップのホームページ作成例で比較。
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2つのコンボボックスを作製

ホームページ上のハイパーリンクから個別にプログラムコール
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